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chat in the den

研 究 室 訪 問

２
０
１
０
年
４
月
１
日
に
第
一
生
命
保
険
が
相
互
会
社
か
ら
株

式
会
社
へ
と
組
織
変
更
し
、
株
主
１
０
０
万
人
を
超
え
る
日
本
最

大
の
株
主
を
擁
す
る
上
場
株
式
会
社
と
し
て
誕
生
し
、
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

私
は
、
ゼ
ミ
で
会
社
法
、
金
融
商
品
取
引
法
な
ど
を
指
導
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
講
座
で
は
、「
Ｍ
＆
Ａ
（M
erg
er
&
A
cq
u
isition

）

法
務
」
を
教
え
て
い
ま
す
。
Ｍ
＆
Ａ
と
は
、「
企
業
の
合
併
と
買
収
」

と
い
う
経
営
戦
略
の
こ
と
で
す
。
私
が
、
弁
護
士
と
し
て
担
当
し

た
案
件
に
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
な
ど
の
買
収
防
衛
や
み
ず
ほ
三

行
統
合
、
伊
勢
丹
と
三
越
の
経
営
統
合
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
と
モ

ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
の
統
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

第
一
生
命
の
株
式
会
社
化
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス

も
広
義
で
は
Ｍ
＆
Ａ
と
い
え
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ
は
欧
米
で
は
ご
く
普
通
の
企
業
戦
略
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
て
お
り
、
日
本
で
も
２
０
０
０
年
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
企
業
の
社
会
的
役
割
は
、
成
長
し
収
益
を

あ
げ
る
こ
と
で
株
主
に
利
益
を
還
元
し
、
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
の

一
つ
が
Ｍ
＆
Ａ
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
市
場
が
成
熟
し
て
い
る

日
本
で
は
、
海
外
市
場
へ
積
極
的
展
開
を
試
み

る
と
い
う
方
法
が
あ
る
一
方
で
、
国
内
で
Ｍ
＆

Ａ
戦
略
を
展
開
し
、
不
採
算
部
門
の
売
却
に
よ

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
買
収
な
ど
に
よ
り
企
業
価

値
を
高
め
、
競
争
力
を
つ
け
て
い
く
と
い
う
選

択
肢
も
あ
り
ま
す
。
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー

効
果
で
、
市
場
占
有
率
の
拡
大
や
製
品
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

な
ど
を
図
り
、
１
＋
１
を
、
３
に
も
４
に
も
し
て
い
こ
う
と
い
う

戦
略
で
す
。
こ
う
し
て
、
現
在
で
は
日
本
に
お
い
て
も
Ｍ
＆
Ａ
は

し
か
る
べ
き
経
営
戦
略
と
し
て
、
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ
の
形
態
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
合
併
（
Ｍ
）
の
代
表

的
な
吸
収
合
併
で
は
一
方
の
企
業
が
吸
収
さ
れ
解
散
し
、
他
方
の

企
業
が
存
続
会
社
と
な
り
ま
す
。
買
収
（
Ａ
）
に
よ
る
も
の
で
は
、

株
式
買
収
、
事
業
譲
渡
等
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
対
象
会
社
の
株

式
を
少
な
く
と
も
過
半
数
保
有
す
る
こ
と
で
経
営
権
を
掌
握
す
る

と
い
う
方
法
で
、
後
者
は
事
業
部
門
を
買
収
す
る
方
法
で
す
。
ほ

か
に
も
会
社
分
割
に
よ
る
新
設
分
割
、
吸
収
分
割
が
あ
り
ま
す
。

新
設
分
割
と
は
、
新
会
社
を
設
立
し
て
事
業
の
一
部
を
継
承
さ
せ

る
方
法
で
、
吸
収
分
割
と
は
、
既
存
の
企
業
に
事
業
の
一
部
を

引
き
継
が
せ
る
方
法
で
す
。

広
義
の
Ｍ
＆
Ａ
に
は
、
資
本
提
携
や
合
弁
事

業
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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M&Aは
どこか結婚のプロセスに似ている

狭
義
の
Ｍ
＆
Ａ
と
広
義
の
Ｍ
＆
Ａ

Ｍ
＆
Ａ
は
企
業
に
競
争
力
を
つ
け
る
手
段



第
一
生
命
の
場
合
を
み
る
と
―
―
。
相
互
会
社
で
は
、
保
険
契
約

者
が
社
員
と
し
て
総
代
を
選
ん
で
経
営
し
て
お
り
、
外
部
に
株
主
の

よ
う
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
株
式
会
社
化
す

る
こ
と
で
、
株
主
が
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
経
営
者
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
経
営
権
の
変
動
が
伴
っ
て
い
る
組
織
変
更
と
い
う

意
味
で
は
、
広
義
の
意
味
で
Ｍ
＆
Ａ
と
い
え
る
の
で
す
。

私
は
第
一
生
命
の
法
律
顧
問
と
し
て
こ
の
ケ
ー
ス
に
携
わ
り
ま

し
た
。
株
式
会
社
化
の
準
備
が
始
ま
っ
た
の
は
２
年
半
以
上
も
前

の
こ
と
で
す
。
同
社
は
、
少
子
高
齢
化
で
国
内
の
保
険
市
場
は
縮
小

し
て
い
ま
す
か
ら
、
資
本
調
達
し
や
す
く
経
営
の
機
動
性
の
高
い
株

式
会
社
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
成
長
戦
略
の
可
能
性
の
幅

を
広
げ
て
い
こ
う
と
判
断
し
た
わ
け
で
す
。
当
然
、
今
後
の
海
外
展

開
の
加
速
化
や
国
内
外
で
の
Ｍ
＆
Ａ
も
視
野
に
入
っ
て
い
ま
す
。

第
一
生
命
の
組
織
変
更
に
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
社
内
だ
け

で
数
百
人
、
関
連
ス
タ
ッ
フ
を
入
れ
る
と
千
人
規
模
に
及
ぶ
と
思

わ
れ
ま
す
。
関
連
法
も
、
保
険
業
法
、
会
社
法
、
金
融
商
品
取
引

法
、
租
税
法
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
途
中
で
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
が
生
じ
た
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
全
体
を
調
整
す

る
の
が
大
仕
事
で
し
た
。

日
本
で
も
Ｍ
＆
Ａ
が
ご
く
普
通
の
経
営
戦
略
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
か
ら
、
Ｍ
＆
Ａ
の
実
施
ば
か
り
で
な
く
、
敵
対
的
買
収
な
ど

か
ら
の
企
業
防
衛
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
Ｍ
＆
Ａ
が
影

響
を
及
ぼ
す
範
囲
は
、
各
社
の
経
営
企
画
や
法
務
部
門
ば
か
り
で

chat in the den

な
く
、
経
理
、
財
務
、
人
事
な
ど
多
く

の
部
門
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
ど
の
部
門
の
人
材
で
も
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て

一
定
の
知
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
Ｍ
＆
Ａ
を
私
は
冗
談
半
分
で
結
婚

の
プ
ロ
セ
ス
に
た
と
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
紹
介
（
お

見
合
い
）
か
ら
始
ま
り
、
調
査
（
人
柄
や
相
性
の
確

認
）、
基
本
合
意
（
結
納
）、
最
終
契
約
（
入
籍
）、
広

報
（
披
露
宴
）
と
続
く
か
ら
で
す
。

私
は
、
弁
護
士
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

経
営
統
合
案
件
や
、
買
収
防
衛
案
件
な
ど
に
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
楽
天
と
Ｔ
Ｂ

Ｓ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
中
立
的
な
第
三
者

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
関
わ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
18
年
に
わ
た
っ
て
大
学
で
教
え

て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
実
務
家
の
教
員
は
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設

立
も
あ
り
、
弁
護
士
教
官
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
Ｍ
＆

Ａ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
実
務
家
の
経
験
が
生

き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
法
律

家
の
先
輩
と
し
て
、
後
輩
を
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
談
）
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株
式
会
社
化
が
Ｍ
＆
Ａ
と
い
え
る
理
由

い
ま
や
Ｍ
＆
Ａ
は
企
業
人
の
必
須
知
識




